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ブリヂストンの石橋秀一グローバル CEO が述べた「研究開発においては予測精度が向

上することで開発期間の短縮につながっている」という一文は、単なる技術的進捗報告

ではない。これは、電気自動車（EV）への移行、サステナビリティへの要求、そして

激化するグローバル競争という、激動する自動車産業に対するブリヂストンの核心的な

戦略的応答を要約したものである 1。 

本レポートは、この CEO の声明を深掘りし、ブリヂストンの研究開発加速の背後にあ

る戦略、技術、そして事業上の意味合いを包括的に分析する。今日の自動車産業は、

EV の台頭によるタイヤへの新たな要求（高トルク、高重量、静粛性、低転がり抵

抗）、バリューチェーン全体にわたる持続可能性への強い要請、そして従来のプレミア

ム競合他社と、俊敏でコスト競争力に優れた新興勢力との両面作戦を強いられるとい

う、構造的な変革の渦中にある 2。 

本稿では、予測技術を通じた研究開発の加速というブリヂストンの追求が、多面的な戦

略であることを論じる。それは、過去の事業上の弱点に対処するための「是正措置」で

あり、競合他社に伍していくための「競争上の必須要件」であり、そして「サステナブ

ルなソリューションカンパニー」という未来のビジョンを実現するための「基礎的な実

現手段」である。この変革の成否は、AI やシミュレーションといったデジタルツー

ル、革新的な商品設計基盤「ENLITEN（エンライトン）」、そして俊敏なモノづくり基

盤「BCMA（Bridgestone Commonality Modularity Architecture ）」という三位一体の

相乗的統合にかかっている。 

 

I. 戦略的要請：「レジリアントで強い」ブリヂストンに向けた研究開

発の役割 

 



ブリヂストンが現在推進する研究開発戦略は、前中期事業計画「21MBP」（20 21- 20 23
年）で露呈した課題への直接的な回答として位置づけられる。石橋 CEO は、20 23 年

の総括において、米欧でのトラック・バス用タイヤを中心とした「大幅な需要減」に十

分対応できなかったこと、そして「需要・販売見込みの甘さ」を率直に認めている 4。

これは、市場の急変に対する俊敏性の欠如という、事業上の重大な脆弱性を示唆してい

る。さらに、21MBP では為替の追い風があったにもかかわらず、最重要指標である

ROIC（投下資本利益率）が計画を下回り、「ビジネスの質の向上に課題を残した」.4 

これらの反省を踏まえ、新中期事業計画「24MBP」（20 24- 20 26 年）では、「変化に

対応できる”強い”ブリヂストンへ戻る」ことを最優先事項とし、「ビジネス体質の改善

と強化」を掲げている 4。この文脈において、研究開発期間の短縮は、単なる効率化を

超えた戦略的な意味を持つ。 

24MBP の枠組みと研究開発の連動 

開発期間の短縮は、24MBP を構成する主要なシナリオと密接に連携している 5。 

● 「良いビジネス体質を創る」: 開発期間短縮の基盤となる BCMA は、開発・サプラ

イチェーンをシンプル化し、ビジネスコストを直接的に削減する。これは、

24MBP の最優先課題であるビジネス体質改善そのものである 5。 
● 「良いタイヤを創る」: 開発サイクルが短縮されることで、より多くのイノベーシ

ョンと改良を迅速に製品に反映できる。これにより、ENLITEN 技術を搭載した

「断トツ」のプレミアム商品を市場に素早く投入することが可能になる 5。 
● 「良いビジネスを創る」: 市場投入までの時間（タイムトゥマーケット）が短縮さ

れることで、EV 専用タイヤ「TURANZA EV」のように、顧客の新たなニーズに迅

速に対応できる 3。これにより、自動車メーカー（OEM）との関係が強化され、新

たなビジネス機会の創出につながる 7。 

予測精度向上による能動的なリスク管理 

ブリヂストンのデジタル研究開発戦略は、単に革新を加速させるだけでなく、過去の失

敗から学んだ教訓を活かした、洗練されたリスク管理ツールとしての側面を持つ。

21MBP で課題となった「需要・販売見込みの甘さ」は、本質的には、硬直的で反応の

遅い開発・生産パイプラインの兆候であった 4。 

CEO の声明が「予測精度の向上」を強調しているのは、この予測の問題に根本から対

処しようとする意図の表れである。高度なシミュレーションやデジタルツインといった

技術は、物理的な生産に資本を投下する前に、市場シナリオや製品性能を仮想空間でモ

デル化し、より確かな予測を立てることを可能にする。そして、モノづくり基盤である



BCMA が、これらの予測に基づいて迅速に生産を切り替える物理的な俊敏性を提供す

る 6。 

つまり、研究開発の変革は、CEO が指摘したオペレーション上の弱点に対する直接的

かつ体系的な解決策であり、市場の変動に対する耐性（レジリエンス）を高める。これ

は、まさに 24MBP が目指す「変化に対応できる強いブリヂストン」の実現に不可欠な

要素なのである 5。 

 

II. デジタル研究開発エコシステム：原子からアルゴリズムまで 

 

ブリヂストンが推進する予測精度の向上は、個別のツール群ではなく、統合されたエコ

システムとして理解する必要がある。その戦略の核心は、市場からのフィードバックや

物理試験といった「リアル」なデータと、「デジタル」なシミュレーションを融合さ

せ、素材や製品をより速く、より容易に、より正確に「見る・解く・操る」ことにある 
9。このエコシステムは、以下の階層で構成されている。 

 

第 1 層：マテリアルズインフォマティクス（MI） -  分子レベルからの設計 

 

ブリヂストンは 20 0 0 年代からマテリアルズインフォマティクス（MI）を導入してお

り、AI を活用して素材をミクロレベルで解析する「ポリマー設計」や「配合設計」に

取り組んできた 9。従来の素材開発は、研究者の経験と勘に基づく仮説と検証の繰り返

しであり、数年から 10 年単位の時間を要することも珍しくなかった 11。MI は、このプ

ロセスを根本から変革する。AI が膨大なデータから素材の物性を予測することで、物

理的に作製・評価する必要のあるコンパウンドの数を劇的に削減する 12。これにより、

タイヤ開発の最も根源的で時間のかかる初期段階が大幅に短縮されるのである。 

 

第 22 層：バーチャルプロトタイピングとデジタルツイン -  仮想空間でのタイヤ構築 

 

この層では、高度なシミュレーション技術を用いてタイヤの「デジタルツイン」を構築



する。デジタルツインとは、物理的な資産（この場合はタイヤ）の仮想的なレプリカで

あり、物理的な試作品を作ることなく性能を予測・検証するために使用される 13。 

● ULTIMAT EYEệ（アルティメット アイ）技術: ブリヂストンの独自技術であり、こ

れまで計測が困難だった高速走行時におけるタイヤ接地面の挙動を高精度で計測・

可視化する 15。これにより、グリップ性能や転がり抵抗といった相反する性能を、

エンジニアが詳細なデータに基づいて最適化できるようになった。この技術はすで

に、業界初の最高グレード「AAA- a」を達成した「ECOPIA EP0 0 1S」などの開発

に活用され、開発期間の大幅な短縮に成功している 15。 
● AI によるシミュレーション強化: このプロセスは、単なる物理モデルの計算に留ま

らない。シミュレーションと物理試験から得られる膨大なデータを AI に学習さ

せ、予測アルゴリズムを構築する。この物理ベースのシミュレーションと AI を組

み合わせたハイブリッドアプローチは、高い精度を保ちながらほぼ瞬時に結果を導

き出すことを可能にし、エンジニアによる迅速なデータ駆動型の設計決定を支援す

る 16。 
● NTT との戦略的提携: 20 24 年に発表された NTT との共同研究加速では、「デジ

タルツイン」が 3 つの共創テーマの一つに選定された 18。この提携は、物理的な特

性だけでなく、「暗黙知」や意識といった「心の状態」までもデジタル化して伝送

することを目指すという、極めて野心的なものである 18。タイヤ開発期間の短縮へ

の直接的な応用方法はまだ具体化されていないが、リアルとサイバーを融合させた

超高精度な仮想環境を構築しようとするこのビジョンは、将来の予測能力を飛躍的

に高める可能性を秘めている。 

 

第 3 層：ヒューマン・イン・ザ・ループ（DiL）シミュレーション -  究極の仮想評価 

 

ブリヂストンがイタリア・ローマ近郊の研究開発センターに最先端の DiL（ドライバ

ー・イン・ザ・ループ）シミュレーターを導入したことは、同社の仮想開発戦略におけ

る重要な一歩である 19。 

この技術は、本物のテストドライバーを、仮想タイヤモデルを装着した仮想車両に乗せ

るものである。これにより、データだけでは定量化が難しいハンドリング性能や乗り心

地といった、人間の「感性」に関わる主観的な性能評価を仮想空間で行うことが可能に

なる。 

DiL シミュレーションは、OEM との間でタイヤと車両の並行開発を可能にし、迅速な



共同イテレーション（反復作業）を実現する 19。これにより、最終確認に必要な物理試

作品の数を大幅に削減できる。ブリヂストンは、この投資によって年間最大 12,0 0 0 本

の試作タイヤを削減し、OE（新車装着用）開発の最大 50 %に DiL アプローチを適用す

ることを見込んでいる 19。 

「デジタルスレッド」がもたらす知識の複利効果 

ブリヂストンの戦略の真価は、個々のデジタルツールを導入することにあるのではな

い。それは、素材科学（MI）、製品設計（シミュレーション）、そしてモノづくり

（BCMA）を繋ぐ「デジタルスレッド（デジタルの糸）」を構築することにある。この

デジタルスレッドは、競合他社が容易に模倣できない、独自のデータ資産と強力なフィ

ードバックループを生み出す。 

そのプロセスは次のように機能する。まず、MI が新しい素材に関するデータを生成す

る 9。この素材データは、シミュレーション（ULTIMAT EYEệ）や DiL で使われる仮想

タイヤモデルに投入される 15。次に、これらのシミュレーションから得られた性能デー

タが、BCMA のモジュール部品設計に反映される 8。そして、製造工程（例：

EXAMATION システム）や市場のタイヤ（例：ソリューション事業のセンサーデータ）

から得られたデータが、再びプロセスの始点にフィードバックされ、MI やシミュレー

ションモデルをさらに洗練させる 20。 

これは強力な好循環を生み出す。新しいタイヤが開発されるたびに、独自の巨大なデー

タセットが蓄積・強化され、次の予測はより正確に、次の開発サイクルはより速くな

る。この「デジタルスレッド」そのものが、中核的な知的財産となり、時間と共に価値

が増大する「複利効果」を持つ競争優位性となるのである。 

 

III. アーキテクチャ革命：商品設計と俊敏なモノづくりの融合 

 

ブリヂストンの現代的なタイヤ開発は、「ENLITEN」と「BCMA」という、戦略的なコ

インの裏表の関係にある 2 つの柱によって支えられている。これらは個別の取り組み

ではなく、「究極のカスタマイズ」を大量生産の効率性で実現するという、現代のモノ

づくりが抱える矛盾を解決するために、深く絡み合ったプラットフォームである。 

 



ENLITEN：「究極のカスタマイズ」を実現する商品設計基盤 

 

ENLITENは、「商品設計基盤技術」と定義される 22。その思想は、タイヤを「薄く」

「軽く」「円く」設計することで、基本的な性能を向上させることにある 22。そして、

その核心は「究極のカスタマイズ」を可能にする点にある。これにより、特定の車両や

顧客が求める性能に「エッジを効かせ」、新たな価値を提供することができる 23。これ

は、高トルクによる早期摩耗や極度の静粛性といった特有の課題に対応するため、車種

ごとにタイヤを最適化する必要がある EV 時代において、不可欠な技術である 3。ブリ

ヂストンは、2030 年までに全商品を ENLITEN搭載とすることを目指しており、この

技術が将来戦略の中心であることがわかる 22。 

 

BCMA：俊敏性と効率性を実現するモノづくり基盤 

 

BCMA（Bridgestone Commonality Modularity Architecture ）は、ENLITENに対応する

「モノづくり基盤技術」である 5。BCMA は、タイヤを「カーカス」「ベルト」「トレ

ッド」という 3 つの主要モジュールに分解することで、従来の一つひとつ個別に開発

するモデルを打ち破る 8。 

これらの標準化されたモジュールを様々に組み合わせることで、異なる商品（例えば、

「トレッド」モジュールを交換して「REGNO」や「POTENZA」を創り出す）を効率的

に開発できる。これにより、開発、サプライチェーン、生産ラインの段取り替えが劇的

にシンプルになる 6。ブリヂストンは、24MBP の期間中に、乗用車用タイヤのグロー

バル生産の約 50%を BCMA に切り替える計画である 8。 

 

シナジーの実践 -  REGNO GR-XIII ケーススタディ 

 

プレミアムコンフォートタイヤ「REGNO GR-XIII」の開発は、この戦略が実際に機能し

ていることを示す最良の事例である 22。GR-XIII は、国内市販用タイヤとして初めて

ENLITEN技術を搭載し、従来品比で 10%の軽量化を達成しながら、静粛性やハンドリ

ング性能を向上させている 22。 



この革新的な商品の開発を可能にしたのが、BCMA である 27。BCMA のモジュール化

された部品を活用することで、この高度に進化した新商品を効率的に開発・生産するこ

とができた。GR- XIII は、ENLITEN がもたらすカスタマイズされた高性能と、BCMA
がもたらす開発効率が見事に融合した成果物なのである。 

プラットフォームベースの競争への移行 

ENLITEN と BCMA の融合は、タイヤ業界の競争パラダイムを、個々の製品性能の優劣

から、その背後にある開発・製造「プラットフォーム」の優劣へとシフトさせる。 

歴史的に、タイヤの競争は製品対製品（例えば、ブリヂストンの REGNO 対競合のプ

レミアムコンフォートタイヤ）であった。しかし、BCMA によって、ブリヂストンは

最適化された共通モジュールから、REGNO や POTENZA といった製品ファミリー全体

を効率的に開発できるようになった 22。一方で、ENLITEN は、このプラットフォーム

から生み出される各製品が、高度にカスタマイズされた競争力のある「エッジの効い

た」性能を持つことを保証する 23。 

これは、ブリヂストンの開発スピード、コスト、そして革新能力が、もはや単一の製品

ラインに縛られるのではなく、プラットフォーム全体の特性となることを意味する。競

合他社は、単に一つの「より良い」タイヤを発売するだけでは勝利できず、ブリヂスト

ンの ENLITEN- BCMA エコシステム全体のスピード、効率性、そしてカスタマイズ能力

に匹敵する必要がある。これは競争への参入障壁を引き上げ、より持続的な競争優位性

を構築することにつながる。 

 

IV. 競合環境と業界ベンチマーキング 

 

研究開発のデジタル変革はブリヂストンに固有のものではなく、業界全体で繰り広げら

れる「デジタル軍拡競争」である。競合他社の動向を分析することで、ブリヂストンの

立ち位置を客観的に評価することができる。 

● ミシュラン: シミュレーション技術の長年のパイオニアであり、30 年以上のモデ

ル化の歴史を持つ 17。高性能コンピューティング（HPC）を駆使し、AI 支援設計

や量子コンピューティングの探求も始めている 16。製品開発と製造・サプライチェ

ーン最適化の両方にデジタルツインを活用しており 13、シミュレーション企業

Canopy Simulations の買収により、高度なシミュレーションのための「完璧なバ



ーチャルドライバー」を手に入れている 31。 
● グッドイヤー: デジタルツインの早期導入企業であり、開発コストを少なくとも半

減させたと主張している 32。ブリヂストンと同様の DiM250 動的シミュレーターを

米国とルクセンブルクに 2 台保有し、仮想開発を加速。物理的な試作回数を従来

の約 10 回から、最終確認のための 1 回にまで削減したとしている 33。 
● コンチネンタル: タイヤ管理ソリューション（ContiConnect 2.0）と製造（「イン

ダストリアル・メタバース」）の両方でデジタルツインを積極的に活用している 
37。シーメンス社と提携して工場の自動化とデジタルツイン技術を導入し 40、「仮

想タイヤモデルが時間と物理的なトラックテストの労力を削減するのに役立つ」と

明言している 14。同社は、シミュレーターによって年間 10 ,0 0 0 本のテストタイヤ

を削減し、開発サイクルを 3 ヶ月から 90 分に短縮できると試算している 41。 

この競争環境を俯瞰すると、ブリヂストンの戦略的差別化要因が浮き彫りになる。競合

他社もシミュレーションやデジタルツインといった「何（What）」の部分では同様の

投資を行っている。しかし、ブリヂストンの独自性は、商品設計プラットフォーム

（ENLITEN）とモノづくり基盤プラットフォーム（BCMA）を明確かつ緊密に統合して

いる「どのように（How）」の部分にある。 

競合他社の発表では、製品開発と製造最適化が、関連しつつも別々の流れとして語られ

ることが多い。対照的に、ブリヂストンの資料では、これら二つが一貫して融合された

概念として提示されている。「24MBP ビジネス具体化シナリオ」では、「ENLITEN®」
と「BCMA」が「良いタイヤを創る」戦略の両輪として描かれている 5。また、BCMA
の解説資料では、ENLITEN が可能にする「究極のカスタマイズ」を支えるために設計

されたと明記されている 8。 

これは、ブリヂストンの戦略が、単に最高のシミュレーターを持つことではなく、仮想

的な設計を、効率的に生産されるカスタマイズされた物理的製品へと変換するための最

高の「システム」を持つことを目指していることを示唆している。この体系的かつアー

キテクチャ的なアプローチこそが、同社の重要な差別化要因であると考えられる。 

メーカー 主要なシミュ

レーション/
デジタルツイ

ン基盤 

公表されてい

る研究開発時

間/コスト削

減効果 

主要な技術ア

ーキテクチャ 
戦略的パート

ナーシップ 
AI/未来技術

へのスタンス 

ブリヂスト

ン 
ULTIMAT 
EYEệ , DiL シ

ミュレータ

開発期間の大

幅短縮、年間

最大 12,0 0 0

ENLITEN（商

品設計）と

BCMA（モノ

NTT（デジタ

ルツイン共同

研究） 18 

MI を 20 0 0
年代から活

用、AI によ



ー, デジタル

ツイン 
本の試作タイ

ヤ削減 15 

づくり）の融

合 5 

るアルゴリズ

ム構築を推進 
9 

ミシュラン 30 年以上の

シミュレーシ

ョン実績, 
HPC, DiL, 
Canopy 
Simula tions 

イノベーショ

ンサイクルの

大幅な加速、

開発コスト削

減 16 

Tame Tire
（熱力学ソフ

トウェア） 31 

学術界、スタ

ートアップ

（量子コンピ

ューティン

グ） 16 

AI 支援設

計、量子コン

ピューティン

グの実験を開

始 16 

グッドイヤ

ー 
DiM250 動的

シミュレータ

ー (2 台), デ
ジタルツイン 

開発コストを

半減、物理試

作を~10 回

から 1 回に

削減 32 

Inte lligent 
Tyre（コン

セプト） 32 

VI- grade（シ

ミュレータ

ー） 35 

AI によるド

ライバー行動

分析、リアル

タイム路面状

況検知を研究 
32 

コンチネン

タル 
ContiConnec
t 2.0 , インダ

ストリアル・

メタバース, 
DiL 

開発ループを

3 ヶ月から

90 分に短

縮、年間

10 ,0 0 0 本の

テストタイヤ

削減 41 

LODC
（Lowest 
Overa ll 
Driving 
Costs）アプ

ローチ 38 

Siemens（工

場自動化、デ

ジタルツイ

ン） 40  

AI アルゴリ

ズムによるタ

イヤ摩耗予

測、工場での

AI 活用 37 

 

V. 内在する課題と物理的リアリティの永続的価値 

 

デジタライゼーションを巡る期待の一方で、その内在するリスク、コスト、そして限界

を認識し、バランスの取れた視点を持つことが極めて重要である。 

 

技術的・財務的ハードル 

 

高忠実度なシミュレーションモデルの構築は複雑であり、高度な専門知識と莫大な計算



能力（HPC）を必要とするため、コストがかさむ 16。また、あらゆるシミュレーション

の精度は、入力データの質と物理モデルの洗練度に依存する。「Garbage  in, garbage  
out（ゴミを入れればゴミしか出てこない）」の原則は、ここでも重大なリスクとなる 
43。 

 

物理試験の不可欠な役割 

 

シミュレーションは物理試験を「補完」するものであり、完全に「代替」するものでは

ない点を強調する必要がある。 

● 特に安全性が最優先される性能や、規制遵守の最終的な検証において、実世界での

試験は不可欠である 44。 
● 月面探査用タイヤのような全く新しい設計における金属疲労など、予測不可能な故

障モードや複雑な相互作用は、物理的な耐久試験を通じてのみ真に理解できる 46。 
● 最も先進的なシミュレーションでさえ、最終的には物理試験から得られるデータに

よってベンチマークされ、改良される 47。目標は、物理試験を最終確認のステップ

にまで削減することであり、排除することではない。グッドイヤーは物理試作を 1
回に抑えられたと述べており 33、これが業界の目指す現実的なゴールと言える。 

 

人的資本という課題 

 

このデジタル戦略の成否は、究極的には「人」にかかっている。ブリヂストン自身もこ

の課題を認識しており、大規模な人材育成とスキル転換に取り組んでいる。 

● 同社は、グローバルなデジタル人財を 20 23 年の約 1,60 0 人から 20 26 年には

2,0 0 0 人レベルまで拡大する計画である 9。 
● 具体的な取り組みとして、新入社員研修でのデジタルスキルとデータサイエンスの

必修化 49、全従業員を対象とした e ラーニングの実施 21、初級から上級まで体系的

に学べる研修プログラムの構築などが挙げられる 50。 
● さらに、「ブリヂストン×東北大学共創ラボ」のような産学連携は、高度で実践的

なデジタル人財を育成するために不可欠である。このプロジェクトでは 3 年間で

延べ 40 名程度の人財育成を予定している 51。これは、トップレベルの人材が企業

内だけで育成できるものではないという認識の表れである。 



最大のリスクは組織変革の遅れ 

ブリヂストンのデジタル研究開発戦略における最大の脅威は、技術が失敗することでは

ない。むしろ、その技術を最大限に活用するために必要な組織文化、スキル、そしてプ

ロセスの変革が、技術の進歩に追いつけないことである。 

2019 年の事例では、設計者が当初、プロセス変更に対して「ネガティブ」であり、ノ

ウハウが個人に「属人化」していた状況が報告されている 52。これは、文化的な慣性が

大きな障害となり得ることを示している。ブリヂストンが新入社員研修から大学との連

携に至るまで、人材育成に多大な投資を行っているのは、この人間中心のリスクを正面

から受け止めている証拠である 21。 

BCMA の成功は、個別の特注設計という従来の考え方から、協調的でモジュールベー

スのアプローチへと、従業員のマインドセットが転換できるかにかかっている。したが

って、技術への数十億円規模の投資がその真の ROI（投資収益率）を生むかどうかは、

それと並行して進められる、より困難とも言える「人の行動様式を変え、デジタルファ

ーストの文化を構築する」という投資の成否に懸かっている。CEO や CTO がビジョ

ンを示しても、その実行は、何千人ものエンジニア、設計者、そして現場作業員が新し

い働き方を受け入れることなしには成し遂げられないのである。 

 

VI. 戦略的展望と提言 

 

 

結論：サステナブルなソリューションカンパニーへの道筋 

 

本レポートの分析を統合すると、研究開発の加速は、ブリヂストンが「サステナブルな

ソリューションカンパニー」へと変貌を遂げるための、根源的な実現手段であると結論

付けられる。より速く、より正確な開発プロセスは、同社がリサイクル素材を用いた

ENLITENタイヤのような、プレミアムで持続可能な「商品」を創出することを可能に

する。同時に、センサーなどを通じて得られるデータを活用したサービスモデル、すな

わち「ソリューション」事業を構築するための基盤ともなる。これにより、ブリヂスト

ンは単にゴム製品を販売する企業から脱却し、新たな価値創造のステージへと移行する



ことを目指している。 

 

未来の軌道 -  研究開発の次なる波 

 

今後、ブリヂストンの研究開発は、さらなる進化を遂げることが予想される。 

● AI の深化: 現在の AI 支援設計から、アルゴリズムが人間では思いつかないような

新しいタイヤ設計や素材配合を提案する「生成 AI」の活用へと移行することが次

のステップとなるだろう 17。 
● 量子コンピューティング: 長期的な展望ではあるが、ミシュランのような競合はす

でに文化的な取り組みや初期実験を開始している 16。素材科学のシミュレーション

を革命的に変える可能性のあるこの技術パラダイムシフトに対し、ブリヂストンも

監視と準備を怠るべきではない。 
● フルライフサイクル・デジタルツイン: デジタルツインの概念を、研究開発や製造

だけでなく、原材料調達から、センサーによる使用中の性能監視、そして使用後の

リサイクル（同社の「TOWANOWA」構想で描かれている）に至るまで、タイヤの

ライフサイクル全体に拡張すること 48。これにより、継続的な改善のためのクロー

ズドループ・データエコシステムが完成する。 

 

ブリヂストンへの戦略的提言 

 

以上の分析に基づき、ブリヂストンが競争優位性をさらに強化するために、以下の 5
つの戦略的行動を提言する。 

1. 「デジタルスレッド」への集中投資: MI、シミュレーション、BCMA、そして市場

からのソリューションデータをシームレスに連携させるデータインフラへの投資を

積極的に強化するべきである。価値は個々のデータプールにあるのではなく、それ

らの統合にある。 
2. 人材育成の加速: 2026 年までにデジタル人財 2,000 人という目標は良い出発点だ

が、技術変化の速さに対応するためには、継続的かつ進化する研修カリキュラムが

不可欠である。このプロセスを制度化するために、社内に「デジタルアカデミー」

のような専門組織を設立することを検討すべきである。 
3. 標準化における主導的役割: 物理的な摩耗試験法の基準策定における活動と同様に 



45、仮想試験プロトコルやデータフォーマットの国際標準化に積極的に参加し、主

導的な役割を果たすべきである。これは OEM との連携を加速させ、ブリヂストン

のプラットフォームを業界のベンチマークとして位置づける可能性を秘めている。 
4. プラットフォームの優位性の発信: マーケティングや IR（投資家向け広報）のメッ

セージを、個々のタイヤの性能だけでなく、統合された ENLITEN- BCMA「プラッ

トフォーム」の強みを強調する方向へと転換するべきである。これにより、ステー

クホルダーに対して、より持続的かつ体系的な競争優位性を伝えることができる。 
5. 次なる破壊的変化への備え: 生成 AI や量子コンピューティングといった次世代技

術を積極的に調査・試験導入し、その統合を計画する専門の部門横断的な「先端技

術チーム」を組織する。これにより、次の研究開発革命に乗り遅れることのない体

制を構築する。 
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